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1　はじめに
小学校教員にとって、特に歌唱活動での伴奏技
能は必要なものとされる 1。歌唱教材のほぼ全て
の楽曲には鍵盤楽器用の伴奏が伴っており、児
童は伴奏に合わせて歌唱活動を行うことが前提
となっている。しかし実際の授業では、鍵盤楽
器等による生伴奏ではなく、CDなどの音源を再
生してそれに合わせて歌唱活動を行うケースも散
見される2。既存の音源を再生することでも音楽
の授業は成り立つが、それではテンポが限定され
るばかりか、必要な箇所の部分練習を行うことも
難しくなる。また、複数の奏者によるアンサンブ
ルの楽しさを味わうことはさらに困難である。ア
ンサンブルでは、演奏者が互いに息を合わせ、同
じリズムを体感し共振させながら一体となって音
楽的時間を作り出すことにある。したがって、電
子音などで作られたCD伴奏等のメトロノームに
合わせたような均一で画一的な時間に合わせるこ
とは、伸縮自在で互いに響き合い協和することを
目的としたアンサンブルという音楽の醍醐味を大

きく損なうことになる。生の楽器による伴奏を録
音して再生したとしてもそのテンポに合わせるこ
とに必死になってしまい、ともに感情の高まりを
感じながら一つの音楽を協同的に作り出すという
感覚は生まれにくい。以上のことから、筆者の所
属する教員養成課程の学生には学校現場で苦手意
識に起因した鍵盤楽器での伴奏を放棄することな
く、最低限のごく簡単な伴奏であっても実践し児
童にアンサンブルの楽しさを味わわせるような努
力と工夫を厭わない教師を目指して欲しいと考え
る。
そこで、本研究では小学校音楽科授業での歌唱

活動における伴奏法をテーマとし、鍵盤による伴
奏を苦手とする教員志望の学生にも実践可能な平
易な伴奏法を提示することを目的とする。その伴
奏法は、単純でありつつ必要十分なハーモニーを
表現できる和音奏を基本とする。和音奏は、伴奏
部分に当たる和音が記号化すなわち簡略化される
もので、楽譜を読むことが苦手な学生にも取り組
みやすい。本テーマの実践に適した和音を表す方
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譜例ではハ長調を例にしているが、これら譜例
1の 7つの和音のうち、主和音となる第 1音上の
和音（I）（C）、第 4音上の下属和音（IV）（F）、
第 5音上の属和音（V）（G）4が、主要三和音と
呼ばれ、あらゆる楽曲で最も頻繁に用いられる重
要な和音であり、簡易伴奏法で用いる基本的な和
音となる。主要三和音は、和音構成音の音程によ
り長調であれば全て長三和音すなわちメジャー
コードとなり、短調なら主和音と下属和音が短三
和音すなわちマイナーコードとなる。また、譜例
2のように属和音（V）（G）は第 7音を足して七
の和音（セブンスコード）として用いることも多
い。これを属七の和音（V7）またはG7と呼ぶ。
なお、こうした和声理論は西洋クラシック音楽か
ら生まれたものであり、同音楽が基づく 7音音階
であることが原則としては前提となる。後述する

法には、アルファベットによる「コードネーム」
とローマ数字による「和音記号」の大きく二つに
分けられるが、この二つの方法を比較し、より平
易な伴奏法を提示したい。対象とする楽曲は、小
学校の各学年に 4曲ずつ示された歌唱共通教材で
ある。さらに、選曲した楽曲のコードネームと和
音記号による和声付けを 3つのテキストを通して
比較考察する。
なお、ピアノ伴奏法についての近年の論文には、
子どもの関心を引くための様々なアレンジ奏法を
考察した研究（紙屋・後藤2008）や、和声進行
や音型等を視覚化して楽曲理解と演奏表現に生か
そうとする研究（西濱2012, 2013）等がある。ま
た、本研究のように和音記号とコードネームを考
察した研究（紙屋1997）も存在するが、日本の
伝統的な音階を含む小学校の歌唱共通教材は扱わ
れていない。筆者は、保育現場で活用するための
基礎的和声に着目した簡易伴奏法の研究（西村
2007）を行ったが、本研究では対象曲を拡大して
初等教育での日本の歌唱曲にも基礎的和声を用い
た簡易伴奏を試み、さらに和音記号とコードネー
ムの比較考察を行う。

2　和音と記号
2 −1　簡易伴奏で用いる和音
本研究で考察する和音奏とは、左手で和音によ
る伴奏をすることを指す。したがって、右手はメ
ロディを弾くことを前提とする。メロディを弾く
ことが難しい場合は、メロディ部分を歌い、左手
だけで和音奏による伴奏をすることでも対応でき
る。和音奏を構成する和音は、西洋音楽の理論に
基づいている。そこでまず和音の定義だが、和音
とは「一定の秩序にしたがって組み合わされた幾
つかの音の集合体」（島岡他1964：13）とされる。
そして、和音の連なりが和声である。和音奏は、
連続する和音の流れである和声に基づいて考えて
いく必要がある。
和音には、組み合わせによって幾つかの種類が
ある。ここでは、簡易伴奏で用いる三和音と七の
和音を取り上げる。3つの音が 3度の間隔で積み
重ねられた和音を三和音、またはトライアド・コー
ドと言い、下の音から順に根音、第 3音、第 5音

と呼ぶ。第 3音は、根音から数えて 3度、第 5音
は 5度となる。三和音の第 5音の 3度上にさらに
1音重ねた 4つの音から構成される和音を七の和
音 3、またはセブンス・コードと呼ぶ。七がつく
理由は、4つ目の音が第 7音であり、根音から数
えて 7度高い音になるからである。以上のように、
3度音程の間隔で重ねるのが基本的な和音の組み
合わせ方である。西洋クラシック音楽は 7音音階
に基づくが、譜例 1のように 7音音階では各音上
に和音が計 7つ形成される。譜例 1の五線の下に
示したように根音の音度によって、I度の和音、
II度の和音などと呼ばれる。五線の上のコード
ネームでは、音階や調性に関係なく根音になる音
名と構成音の音程が記される。

譜例2　属七の和音

譜例1　各音上に形成される和音

C

C：

F GEm Am BdimDm

Ⅰ Ⅳ ⅤⅢ Ⅵ ⅦⅡ

Ⅴ7
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が、本研究で考察対象とする歌唱共通教材は 7音
音階が半数近くあるが、日本的な 5音音階に基づ
く曲も多い（表 3）。 5音音階であっても西洋音
楽の理論が適用できる場合もあるため、本研究の
依拠する統一的な理論的枠組みとして、便宜上西
洋の和声理論を用いることとする 5。歌唱共通教
材の 7音音階に基づく楽曲は、殆どが長調であり
長三和音、すなわちメジャーコードの響きとなる
（表 3 ）。譜例 1は、ハ長調の各音上の三和音で
あり、それぞれ最低音が根音となる基本位置の和
音である。実際に左手で和音奏を弾く際には、和
音と連結する次の和音が跳躍の少ない自然な進行
となるよう、必要に応じて基本位置から和音構成
音の配置を変える必要がある。それが、譜例 3の
転回位置を含んだコードフォームである。基準と
なる基本位置の I度の和音（C）に対して、IV度
（F）およびV度（G）、V7（G7）の和音は最も近
接した転回位置 6となる（譜例 3）。なお、和音
間の共通音は保留される。V7（G7）の和音につ
いては、1音減らして 3つの音で弾く場合が多い。
その場合、根音は主音（G）、第 3音が導音（B）、
第7音（F）は七の和音を特徴づける音として欠
かせない構成音と見なされるため、左手伴奏の際
には第 5音（D）を省くことが多い 7。 

譜例3　主要三和音

表1　コードネームと和音記号の表記上の特色

表2　和音の機能

C： Ⅰ Ⅴ7ⅤⅣ

機能は同じ

C F G G7

以上のように、簡易伴奏で用いるのは主に主要
三和音と属七の和音であり、左手で伴奏するため
には和声進行を跳躍なくスムーズにするために適
宜構成音を展開させる必要がある。また、Vと
V7の和音は後述する機能の面では同一である。

2 −2　和音記号とコードネーム
前述したように、本研究ではアルファベットで

示すコードネームとローマ数字で表す和音記号を
用いる（表 1）。前者は五線の上部、後者は五線
の下部に示される。譜例 1で示したように、ロー
マ数字で五線の下に記される和音記号は、音階上
に形成される和音が主和音から順に IからVIIま
での記号が付けられるに対し、アルファベットで
五線の上にあるコードネームは、音階上の順番は
関係なく根音となる音の音名を英語読みで記し、
その右側に和音構成音の音程に応じて和音の種類
を示すものである。言い換えると、和音記号が調
によって移動ド的に音階が変わるため記号もそれ
に合わせて変わり、コードネームは根音の音名を
記す以上調が変わっても固定ド的に名称は変わら
ないことになる。例えば、ハ長調の場合 I 度の和
音はC－E－GでコードネームではCだが、ヘ長
調の I度の和音はF－A－Cでコードネームでは
Fとなる。
以上が、和音記号とコードネームの表記上の違

いである。次に、簡易伴奏で用いる際の両者の運
用上の違いについて述べたい。まず、和音の機能
についてだが、調に応じて変わる和音記号では和
音の機能が捉えやすく、何調でも記号が変わらな
いコードネームでは掴みにくいことが挙げられ
る。それでは、和音の機能とは何であろうか。和

記号 記載場所 特徴
コードネーム アルファベット 五線の上 　何調でも記号は同じ
和音記号 ローマ数字 五線の下 　調によって記号が変わる

機能記号 T（トニック） S（サブドミナント） D（ドミナント）
性格 安定感・終止感 情緒的・不安定 不安定

主要三和音 I IV V（V7）

早川・櫻井：小学校音楽科歌唱共通教材の簡易伴奏法－7音音階および5音音階に基づく楽曲のコードネームと和音記号による和音奏の比較
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音の機能は、大きく 3つに分けられる。すなわち、
トニック、サブドミナント、ドミナントである。
それぞれ、表 2のような特徴を持ち主要三和音は
このように分類される。
和音記号は調が変わるとその和音を表す記号が
変わると述べたが、言い方を変えると何調になっ
ても同じ機能の場合には同じ和音記号を用いる。
つまり、主和音はどの調であれ常に主音上に形成
されるため I度の和音となる。一方、コードネー
ムは音階上の配列とは無関係に根音と構成音の音
程を表すだけであるため、調性上どの和音がどの
機能を持つかについては一見すると不明である。
したがって、不安定なドミナントが安定感と終始
感のあるトニックに向かうという感覚は、コード
ネームを用いていると感じにくいだろう。つまり、
和音の機能に応じてサブドミナントやドミナント
で音楽を盛り上げ、トニックで静かに、あるいは
逆に決然と終結するといった演奏の表現をつける
場合もコードネームでは難しい。 以上のように、
和音そのものの機能や「和声のセンテンス」（島
岡1964：37）であるカデンツといった和音同士の
関連性を理解するためには、コードネームよりも
和音記号を用いる方が相応しいと考えられる。
次に、実際に左手で和音奏をする場合の運用面
についてである。和音記号の場合、譜例 3のよう
な伴奏型ないしコードフォームとして把握し手に
感覚的に身につけることが容易となる。つまり、
一度この伴奏型の手の形が身につけば、変化記号
に気をつける必要はあるが何調であっても鍵盤の
場所を変えるだけで同じフォームで弾くことが可
能である。一方コードネームの方は、アルファ
ベットで根音が分かるため、その 3度上に音を重
ねていけば基本位置の和音はすぐに分かる。しか
し、メジャーコードかマイナーコードかなどの音
程が反射的に分かるか、また隣接する和音つまり
和声進行に応じてどの展開位置が相応しいかにつ
いての判断は音楽専門ではない教員養成課程の学
生にとって初見で行うことは難しいかもしれない。
その場合には、前もってスムーズな展開位置につ
いて十分に考えておく時間が必要であろう。いざ
という時は、コードネームの示す根音だけを弾い
たり基本位置のみで弾くことも可能だが適切さに

欠ける。したがって、主要三和音のコードフォー
ムを身につけておくことであらゆる調の楽曲に対
応できる点では、和音記号で理解しておく方が便
利だと言えるだろう。つまり、譜例 3のように
和音記号で I度の和音を基本位置、IV度の和音
を第 2展開位置、V度の和音を第 1展開位置、属
七の和音の第 5音省略の第 1展開位置のコード
フォームを身につけるということである。
以上のように、和音機能が理解でき、コード

フォームを感覚的に身につけることであらゆる楽
曲に対応可能であることを考えると和音記号で和
音を捉えるやり方の方が取り組みやすく比較的簡
単だと考えられる。しかし、コードフォームで実
践する場合、調によっては右手メロディと左手の
伴奏が同じ音を弾くことになり、弾き辛くなると
いう問題が生じることがある。後述するように、
それは多くの場合ヘ長調やト長調などの調で起き
る。つまり、右手で弾くことになるメロデイの声
域は概ね一点ハ音前後から二点ニ音前後である
が、ヘ長調やト長調の和音記号による伴奏型の場
合、その声域と重なる音が左手和音に含まれるこ
とが多いのである。その点では、左手和音を柔軟
に展開させる余地のあるコードネームによって右
手とぶつからない伴奏型を考え実践する方が弾き
辛さの解消につながると考えられる。この意味で、
適切な伴奏や伴奏しやすさという点では、楽曲の
調によって和音記号とコードネームを使い分ける
ことも必要かもしれない。この点については「4
　歌唱共通教材和声付け」で考察する。

3　歌唱共通教材の概要と音楽的特徴（音階）
歌唱共通教材は、「我が国で親しまれてきた唱

歌や童謡、わらべうた等を、子どもからお年寄り
まで世代を超えて共有」（文科省）することを趣
旨として、1958（昭和33）年に設定された。そ
れ以降学年移動や差し替えが行われてきたが、現
在は1989（平成元）年第 6次学習指導要領に示
された楽曲が継続設定されている。取り扱う楽曲
数については、第 8次学習指導要領で第 1学年か
ら第 4学年までは 4曲全てを取り扱い、第 5学年
及び第 6学年は 4曲中 3曲を含めて取り扱うこと
が新たに示され、各学年ともに増加することと
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学年 曲名 種類 音階 調性 音階注記

2 春がきた 文部省唱歌 7音音階 ハ長調 C-D-E-F-G-A-C（第7音ナシ）

2 虫のこえ 文部省唱歌 7音音階 ハ長調 C-D-E-G-A-B-C（第 4音ナシ）

3 ふじ山 文部省唱歌 7音音階 ハ長調

6 おぼろ月夜 文部省唱歌 7音音階 ハ長調 第7音ナシ、第4音（5,13小節目）

4 もみじ 文部省唱歌 7音音階 ヘ長調 第4音（9小節目）

5 こいのぼり 文部省唱歌 7音音階 ヘ長調 C-D-E-F-G-A-C（第7音ナシ）

5 冬げしき 文部省唱歌 7音音階 ヘ長調

6 ふるさと 文部省唱歌 7音音階 ヘ長調 第7音（7小節目）

5 スキーの歌 文部省唱歌 7音音階 ト長調

6 われは海の子 文部省唱歌 7音音階 ニ長調

1 かたつむり 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ハ長調 第4音（5小節目）経過的

2 夕やけこやけ ヨナ抜き音階 ハ長調

3 春の小川 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ハ長調 第7音（11小節目）経過的

4 とんび 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ハ長調

4 まきばの朝 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ハ長調 第 4音（3小節目）経過的

1 日のまる 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ヘ長調

1 うみ 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ト長調

3 茶つみ 文部省唱歌 ヨナ抜き音階 ト長調

1 ひらいたひらいた わらべうた 陽旋法 （イ短調） C-D-F-G-B♭-C 

2 かくれんぼ 文部省唱歌 陽旋法 （イ短調） C-D-F-G-B♭-C

6 越天楽今様 日本古謡 陽旋法 （イ短調） C-D-F-G-B♭-C

5 子もり歌 1 日本古謡 陽旋法 （イ短調） C-D-F-G-B♭-C（第7音ナシ）

5 子もり歌 2 日本古謡 陰旋法 C-D♭-F-G♭-B♭-C
（ G♭が G）

3 うさぎ 日本古謡 都節音階 （イ短調） C-D♭-F-G-A♭-C
第7音（8小節目）経過的

4 さくらさくら 日本古謡 都節音階 イ短調

陰旋法は

表3　歌唱共通教材分類表 （下線のある「7音音階」は正確には 6音音階）
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構成音があるが陰旋法（上原）と見なすことがで
きると考える。
表 4は、さらに音階別に特徴をまとめたものだ。

「子もり歌」は音階の異なる 2種類が示されてい
るため、本研究では 2曲とみなし全体では25曲
と考える。全体として 7音音階の占める割合は、
25曲中10曲で40%である。それに対して、日本
の音階である 5音音階は15曲で60%と半数以上
を占めている。このように、明治期学校教育用に
新たに作曲された文部省唱歌の殆どが西洋音楽的
な 7音音階で書かれ、古くから伝わる作者不詳の
古謡やわらべうたは 5音音階に基づいていること
が分かる。
次に、和音奏について考えたい。7音音階につ

いては西洋の和声理論が適用できるわけだが、5
音音階についてはどうか。まず、ヨナ抜き音階に
ついてだが、これは 7音音階を元にして主音（C）
から数えて 4番目（F）と 7番目（B）の音を抜
いた 5音音階であるため、7音音階の楽曲と同様
に和声理論を用いることが可能である。次に本研
究で取り扱う他の 3種類の 5音音階についてはど
うだろうか。次章において、楽譜を用いながら各
音階に基づく楽曲を抜粋して考察する。

4　歌唱共通教材和声付け
本章では、全24曲の歌唱共通教材の中から、構

成される音階の種類ごとに選曲した楽曲を対象に、

なった。「我が国の音楽」に関する鑑賞教材につ
いても取り扱う学年が拡大している。このように、
自国の音楽については学習内容の充実が図られて
いる。
本研究の目的は、より平易な簡易伴奏法を和音
の考察を通して追求していくことだが、対象曲は
歌唱共通教材とする。前述したように、西洋の和
声理論は日本の音楽に上手くあてはまらない部分
もあるが可能な範囲で適用を試みる。まず、ここ
では和音奏で考慮しなければならない音階を基準
として歌唱共通教材を分類する。表 3は、音階を
中心に調性や歌の種類など音楽要素ごとに各曲の
概要をまとめたものである。
表 3に見るように、音階は大きく 2つに分かれ
る。すなわち、西洋的な 7音音階と 5音音階であ
る。5音音階はさらにヨナ抜き音階、陽旋法、及
び都節音階の 3種類に分けられる。陽旋法は上原
六四郎の分類、都節音階は小泉文夫の分類による
ものである。なお、7音音階のうち下線（波線）
のある楽曲は 7音中 6音だけが用いられおり、厳
密には 6音音階と言えるが、本研究では西洋の 7
音音階と日本の 5音音階とを対比的に論じること
から 7音音階に分類する。また、ヨナ抜き音階と
した楽曲のうち、抜かれるべき第 4音や第 7音が
1箇所ずつ確認できるものもあるが、それは経過
的なものと見なしヨナ抜き音階として分類した。
「子もり歌 2」については、1音だけ異なる音階

表4　音階の種類と歌唱共通教材での割合

音階の種類 音階 曲数 割合 曲種の内訳

7音音階 C-D-E-F-G-A-B 10 40% 文部省唱歌 10

5音音階

ヨナ抜き音階 C-D-E-G-A 8 32%

60%

文部省唱歌 7

陽旋法 C-D- F-G- B♭ 4 16%
文部省唱歌 1
わらべうた 1
日本古謡 2

陰旋法 C-D♭-F-G♭-B♭-C
（陰旋法はG♭が G） 1 4% 日本古謡 1

都節音階 C-D♭-F-G-A♭ 2 8% 日本古謡 3
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より平易な簡易伴奏の和声進行について考察する。
なお、歌唱共通教材の和声付けについては、小学
校音楽科教育法に関する 3社によるテキストの
簡易伴奏譜を参考にする。以後、（ア）（イ）（ウ）
と表記する。それぞれが、どのテキストを指すか
については、「参考文献」を参照されたい。なお、
3つすべてのテキストでは、コードネームにより
和音が示され、和音記号は用いられていない。各
譜例には、五線の上に各テキストの和声進行を、
五線下には筆者が最も平易に和音奏ができると考
える和声進行を和音記号によって示している。

4 −1　7音音階ハ長調、およびヨナ抜き音階
ここでは、西洋的な 7音音階の楽曲から第 2学
年に位置づけられるハ長調の「夕やけこやけ」と
第 4学年のヨナ抜き音階である「とんび」から
一部を抜粋して考察する。譜例 4は、第 2学年の
「夕やけこやけ」の最後の 4小節である。

3つのテキストで共通しているのは最後から 2
番目の小節C－G7の進行である。（ア）のアレン
ジでは、1拍毎に和音が変わり、シックスコード
やサスフォーコードなどの主要三和音以外の和音
が用いられていることも分かる。このように多彩
な和音を使うことで音色の変化を楽しむことはで
きる。しかし、頻繁に左手が変化するためピアノ
に慣れていない人にとっては簡易に弾ける和音進
行とは言えないだろう。（ウ）では、主要三和音
以外のDm7を 1 箇所挟み、短調の響きを添えて
いる。主要三和音で対応している点で、最も簡易
な伴奏と言えるのは （イ）のアレンジと言える。
最後から 3小節目と 2小節目のドミナントではそ
れぞれG、G7としているが、後者は終結部にふ
さわしくセブンスコードとなり、結果的に 2つの
ドミナントで変化もつけられ、伴奏としても平易
かつ和声進行上も適切だと言える。筆者も （イ）

のアレンジが最も平易であると考え、五線下には
その和声進行に基づいた和音記号を記した。平易
さを求めるなら前述したようなコードフォームと
して手の形で覚え、パターン化して和音がつかみ
易い主要三和音を用いる方が良いだろう。
次に、第 4学年に設定されている「とんび」の

冒頭部分を考察する（譜例 5）。 

この曲の該当部分のコードネームは（イ）と（ウ）
では一致していた。一方（ア）では、3小節目 4
拍目と 6小節目 3拍目に主要三和音以外の和音が
用いられている。単純にこの点からは平易さに欠
けると言える。しかし、多様な和音を用いること
で音色に変化がつき豊かな響きになることには違
いない。（イ）の和声進行が比較的平易と言えるが、
4小節目は（ア）のように 3和音のGでも良いだ
ろう。なぜなら、この小節は半終止に当たるとこ
ろであり半終止には三和音を用いる方が適切だか
らである（島岡1964：74）8。
以上のように、この 2曲に関しては（イ）の和

声進行が比較的平易であった。ただ、前述したよ
うにコードネームで示すと自由に和音構成音を展
開させることが可能であるだけに展開位置をど
う考えるか悩むケースもあるかもしれない。した
がって、コードフォームで把握できる和音記号で
も和音を読めば、より易しくかつ手早く和音奏が
できるだろう。

4 −2　陽旋法、および都節音階
ここでは、陽旋法に基づくと考えられる第 2学

年の「かくれんぼ」および都節音階だと考えられ
る第 4学年の「さくらさくら」から一部抜粋して
伴奏法を考える。

譜例4　「夕やけこやけ」
　A7
C
C

C
C
C

CCsus4
C
C

Dm7 Fm6 G7
G7
G7

F　
G　
Dm7

（ア）
（イ）
（ウ）

Ⅴ Ⅰ ⅠC： Ⅴ7Ⅰ

譜例5　「とんび」
C
C
C

F
F
F

 
F
F

G　
G7
G7

G7
G7
G7

F D7

Ⅳ Ⅰ Ⅴ

（C7） Fm  （D7）

（ア）
（イ）
（ウ）

C
C
C

C：Ⅰ

C
C
C

C
C
C

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ Ⅳ Ⅰ ⅠⅤ7

#-5
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4 −3　7音音階ヘ長調、およびト長調
ここでは、7音音階の中からヘ長調とト長調の

楽曲を取り上げる。
譜例 8は第 4学年に位置づけられたヘ長調「も

みじ」の前半部分の楽譜である。
3社ともトニックとドミナントが交互に設定さ

れており、（ウ）がドミナントをセブンスコード
（C7）にし、（ア）はトニックをマイナーコード
（Dm）にアレンジするなど変化がつけられている。
この調で問題になるのは、前述したように右手の
メロディの音域と左手和音奏の音域が重なってし
まうという点である。概ね、歌唱曲の声域は一点
ハ音前後から二点ニ音前後を中心とした音域にな

の曲は陽旋法に基づいていると考えるが、この音
階は半音が無いのが特徴である。和声を当てはめ
てみると、（ア）の示す和音の殆どがAmつまり
主和音、およびEmすなわち属和音ということに
なる。主和音がマイナーコードということは、こ
の曲がイ短調と考えることができる。したがって、
表 3では括弧つきの（イ短調）とした。筆者の提
案する五線下の和音記号は、それに対応するよう
に基本的にAmが I の和音、EmがVの和音とし
た。ただ、最後から 2小節目は本来ならV7（属
七の和音）として終結感を出したいところだが、
西洋的な終結感を感じさせない 9終結部であり響
きとしても良好でないと感じられるため、最後も
Vとするのが相応しいと考える。このように、陽
旋法の「かくれんぼ」は西洋の和声理論に基づい
た和音を用いて伴奏をすることが可能であった。
すなわち、主要三和音の中でも主和音（I）と属
和音（V）のツーコードを使用する。

次に都節音階の「さくらさくら」であるが、こ
の曲も（ア）のみコードネームが書かれている。
譜例7は（ア）のコードネームを表している。
筆者の考える五線下の和音記号は、殆どそのコー
ドネームと同じ和音を用いることとなった。最後
から2小節目のマイナー・セブンス・フラット・
ファイブのみが主要三和音ではないため、ここは
下属和音で代用できると考え、IVの和音つまり
Dmとした。このように、都節音階である「さく
らさくら」でも西洋の和声理論に基づいた主要三
和音を用いて伴奏を作ることができた。この曲の
場合は、主和音、属和音、下属和音のスリーコー
ドでの伴奏が可能である。

コードネームが示されているのは（ア）の楽譜
だけであった。他の 2社が記していないのは、日
本的な 5音音階であるため西洋的な和音進行の適
応が難しい、あるいは適切でないと考えたためで
あろう。ただ、この 2社も左手伴奏に用いる実際
の音では（ア）が示すAmの和音構成音を多用し
ており、同様の音を用いていることが分かる。こ

譜例 6は（ア）による「かくれんぼ」の楽譜で
ある。

譜例7　「さくらさくら」

（ア）Am

Am EEDm Am Am EAm EAm Bm7－5

AmAm Am DmE E E

a：Ⅰ Ⅴ Ⅴ ⅤⅠ Ⅰ Ⅳ Ⅰ

ⅤⅤ ⅤⅣ ⅣⅠ Ⅰ Ⅰ ⅠⅠ Ⅰ

譜例6　「かくれんぼ」

（ア）Am

Am7 Em D A AEm Em

AmEm

a：Ⅰ Ⅴ Ⅰ

ⅤⅤ ⅠⅠ
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る。そうすると、ヘ長調やト長調などの調では左
手を和音記号のコードフォーム通りに弾くと右手
メロディと重なる音が生じるのである。「もみじ」
の音域は、一点ハ音から二点ニ音までの長 9度
となる。例えば、右手 2小節目のメロディのC音
は、左手コードフォームで弾いた場合の属和音の
根音C音と重なる。6小節目のC音でも同様であ
る。この場合は、右手メロディを優先し左手の同
じ音を省いて演奏する方が良いが、できればこの
ような音の重複は避けた方が混乱しないかもしれ
ない。その場合は、和音記号でコードフォーム通
りに弾くのではなく、コードネームを読み構成音
を転回させる方が良いだろう。その場合、主和音
（I）に当たるFはコードフォームのF－A－Cと
いう基本位置ではなく、第 2転回位置のC－F－
Aとなり、属和音（V）に当たるCは基本位置の
C－E－Gとなる。この意味では、（イ）の和声
進行の方が弾き易い。一方（ウ）では、属和音が
セブンスコード（C7）であり、Fの第 2転回位置
（C－F－A）から連続して弾く場合は第 5音省
略10のC－E－B♭となる。また、（ア）のDmはC
（C－E－G）からDm（D－F－A）となり、根音
と第5音で連続5度11が生じてしまう（島岡1964：
27－28）ものの、この音型での進行が弾き易い。
歌唱共通教材のヘ長調の楽曲には他に第 1学年の
「ひのまる」があるが、この曲はメロデイの音域
が一点ヘ音から二点ニ音であるため、左手を和音
記号を元にしたコードフォームで弾いたとしても
重複する音は無いため、コードフォームでの伴奏
に問題はない。
次に、第 5学年のト長調「スキーの歌」だが、
譜例 9は冒頭 4小節の部分である。

譜例9　「スキーの歌」
D
D
D

G
G
G

G
G
G

（ア）
（イ）
（ウ）

Ⅴ ⅠG：Ⅰ

この部分は 3社とも和声進行が一致している。
左手伴奏についてだが、和音記号によるコード
フォームで弾くとGが I の和音（G－B－D）、D
がVの和音（F♯－A－D）となり、右手メロディ
のD音以下の音は重なってしまう。従って、この
ケースも和音記号をもとにしたコードフォームの
形で弾くよりも、GとDを転回させて右手にかか
らないようにした方が弾き易いと考えられる。し
かし、Gの第 2転回位置D－G－B、そしてそこ
からの自然な移行としてDの基本位置（D－F♯
－A）とする場合でも、1小節目 3拍目のB音は
重なってしまう。Gの第 1転回位置B－D－Gか
ら考えると、Dの近接する第 1転回位置（F♯－
A－D）あるいは第2転回位置（A－D－F♯）と
なるが、どちらもスムーズな進行とは言い難い。
ただ、この曲のメロディの音域がロ音から二点ニ
音で、かなり下の音まで用いていることを考える
と、「もみじ」とは異なり左手伴奏部を 1オクター
ブ下げて弾いても違和感は無いと考えられる。し
たがって、この曲の場合は 1オクターブ下げて和
音記号によるコードフォームで弾く方が最も平易
であると考えられる。もっとも、（ア）も（イ）も
大譜表の左手部分は1オクターブ下げた音域で書
かれている。
本章では、7音音階のハ長調、日本的な音階で

あるヨナ抜き音階、陽旋法、都節音階、最後に 7
音音階のヘ長調とト長調の楽曲について、3つの
テキストによる和声進行を比較しながらコード
ネームと和音記号による最も平易と考えられる和
音配置を考えてきた。以上のことから、7音音階
の楽曲はもちろん、日本的な 5音音階による楽曲
でも西洋理論的な調性で考えることも可能であ
り、したがって和声学的に和声進行を設定するこ
とも可能であることが分かった。さらに、7音音
階の楽曲について和音記号で覚えやすいコード
フォームによる伴奏とコードネームで自由に転回

譜例8　「もみじ」
F
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Dm
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F
F
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F
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させる形での伴奏では、調、音域など楽曲によっ
ては使い易さが異なることが分かった。

5　おわりに
本研究では、小学校音楽科授業での歌唱活動に
おける伴奏法をテーマとし、鍵盤による伴奏を苦
手とする教員志望の学生にも実践可能な平易な伴
奏法を提示することを目的とした。そのために、
コードネームと和音記号による和音奏について歌
唱共通教材を対象として比較考察し、音階や調の
異なる楽曲によってそれらの有用性が異なること
を確認した。
まず、和音奏で必要となる基本的な和声理論に
ついて確認し、コードネームと和音記号の違いを
示した。その中で、主要三和音を用いることが肝
要かつ簡明であり、コードフォームによって感覚
的に手の形で身につけることの簡便さを示した。
次に、小学校歌唱共通教材を音階という音楽的要
素に基づいて分類し、それらの音階に基づく楽曲
に相応しい和声進行すなわち和音奏をコードネー
ムと和音記号による運用の違いを考察しながら検
討した。
考察した楽曲については、和声進行に基づく和
音奏が可能であることが分かった。さらに、コー
ドネームと和音記号のどちらが有用かという点に
関しては、今回選曲した楽曲の中では曲によって
使い分けた方が良いという結果となった。すなわ
ち、5音音階では和声進行を当てはめた和音奏が
可能であり、和音記号によるコードフォームでの
和音奏がより平易であるということが分かった。
そして、7音音階では右手メロディと左手伴奏が
重ならないような左手の和音奏を考える必要があ
るため、本研究で考察したヘ長調やト長調につい
ては、和音記号によるコードフォームでは両手が
重なる箇所が生じることから、コードネームに
よって和音構成音を自由に展開させる和音奏も相
応しいと考えられた。結果として、7音音階の楽
曲はもちろん 5音音階の楽曲でも西洋の和声理論
に基づいた和音奏によって伴奏付けをすることは
可能であることが分かったが、コードネームと和
音記号のどちらがより有用かという点では、音域
などを考慮する必要があり楽曲によって異なるこ

とが明らかとなった。
本研究では、歌唱共通教材全曲を分析分類して

音楽的要素の違いを確認することができたが、実
際に楽曲の和声付けをして和音奏の考察ができた
のはその一部であったため、今後は残りの楽曲に
ついても考察を進めたい。

1 　小学校教員採用試験の試験内容に弾き歌いを
課す自治体が少なくないことも、その事実を示
すものだ。

2 　そうした現状を見聞きしているせいか、小学
校教諭を目指す教員養成課程の学生は、幼児を
対象とする保育者を目指す学生ほどには伴奏技
能を伸ばそうという姿勢が見られない傾向にあ
る。

3 　4 つの音から構成されるため、四和音とも呼
ばれる。

4 　本研究では、コードネームを用いるため階名
は、ドイツ語読みではなく全て英語読みとする。
なお、音名には日本音名を用いる。

5 　西洋音楽の理論を 5音音階という異なる文化
的要素に適用すべきかについては議論の余地が
ある。

6 　IV度の和音は第 2転回位置であり、V度お
よびV7の和音は第 1転回位置である。また、
コードフォームの場合、3つの和音構成音の配
置はオクターブより狭い範囲に配分される密集
配分となる。

7 　属七の和音の「各低音位の上 3声には、バス
以外の 3種の構成音を 1個ずつ用いる…ただ
し、基本位置では第 5音をはぶき根音を加える
ことが多い」（島岡1964：70）ということから、
第 5音は省くことが可能であると考えられる。

8 　「半終止の箇所はV7を用いず、常にVを用い
る（島岡1964：74）」とある。

9 　終結部では同一音型が反復されている。終結
するというより、その先もその音型が続いてい
くような印象を与える。

10 　注 7に同じ。
11 　本来の和声理論においては「2声部の同時進
行において、先行音程と後続音程とが共に 5度
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を形成することを連続 5度」（島岡1964：27）
と言い、「連続 5度は、後続音程が完全 5度の
場合に禁ぜられる」（前掲書28）となる。しか
し、実際の演奏においては連続 5度で演奏され
ているケースも少なくない。特に、音楽の専門
家ではない限りそこまで要求する必要もないか
もしれない。もっとも、この場合DmをA－D－
Fという第 2転回位置で弾くことも考えられる
が、C（C－E－G）からの移行はスムーズと
は言い難くなる。
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